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1.  平成22年8月期第3四半期の連結業績（平成21年9月1日～平成22年5月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年8月期第3四半期 21,170 △9.5 954 73.7 1,033 82.2 432 ―
21年8月期第3四半期 23,385 ― 549 ― 567 ― △192 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年8月期第3四半期 3,331.98 ―
21年8月期第3四半期 △1,705.87 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年8月期第3四半期 29,168 14,651 50.2 112,713.97
21年8月期 30,526 14,676 48.1 113,000.18

（参考） 自己資本   22年8月期第3四半期  14,639百万円 21年8月期  14,676百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年8月期 ― 1,800.00 ― 1,800.00 3,600.00
22年8月期 ― 1,800.00 ―
22年8月期 

（予想）
1,800.00 3,600.00

3.  平成22年8月期の連結業績予想（平成21年9月1日～平成22年8月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 41,959 14.8 2,775 39.8 2,819 38.7 1,640 126.9 12,627.85
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注） 詳細は、４ページ「【定性的情報・財務諸表等】 4. その他」をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注） 詳細は、４ページ「【定性的情報・財務諸表等】 4. その他」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確 
実な要因に係る本資料発表日現在における仮定を前提としており、実際の業績は、今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年8月期第3四半期 133,893株 21年8月期  133,893株
② 期末自己株式数 22年8月期第3四半期  4,012株 21年8月期  4,012株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年8月期第3四半期 129,881株 21年8月期第3四半期 112,896株
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 当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、輸出の緩やかな増加や政府による経済対策の効果等により、経

済環境は徐々に回復基調に向かっているものの、雇用や所得環境に大きな変化はなく、デフレの長期化懸念等、厳し

い状況が続いております。 

 当不動産業界におきましては、住宅税制の拡充や住宅版エコポイント制度等の政策支援の効果もあり、全国新設住

宅着工戸数は平成22年４月において前年同月比で17か月ぶりに増加に転じる等、低水準ながらも一部に明るい兆しが

見え始めております。 

 このような事業環境のもと、当社グループの中核事業である住宅事業では、「地域密着型営業」「コミュニケーシ

ョンとコンサルティングを重視した営業」を基本として「欲しい家より持てる家」をコンセプトに快適な住空間の提

供に努め、受注の拡大を図ってまいりました。また、一層の事業の内製化、グループ会社間のシナジー効果の最大化

を進めることにより、企業体力の維持・確保に努めております。 

 当社グループの住宅事業について、売上高の季節的変動により、売上高は第２四半期及び第４四半期に高くなる傾

向があります。当第３四半期連結累計期間における当社グループの売上高は211億70百万円（前年同期比9.5％減）、

営業利益は9億54百万円（前年同期比73.7％増）、経常利益は10億33百万円（前年同期比82.2％増）、四半期純利益

は4億32百万円（前年同期は1億92百万円の四半期純損失）となりました。 

  

 事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。 

①住宅事業 

 住宅事業は土地付オーダーメイド住宅、戸建住宅、マンションの施工・販売を行っており、中でも土地付オーダー

メイド住宅は、良質な土地にお客様のニーズに合った住宅を建設するもので、お客様の満足度も高く、当社グループ

の中核を占めております。 

 また、連結子会社においてマンションの施工・販売を行っており、今後も継続的に取り組んでまいります。 

当第３四半期連結累計期間の売上高は182億17百万円（前年同期比9.7％減）、営業利益は5億円（前年同期比129.4％

増）となりました。 

  

②一般請負工事事業 

 一般請負工事事業は連結子会社において建築工事、土木工事及び管工事などの請負を行っており、当第３四半期連

結累計期間の売上高は28億32百万円（前年同期比7.0％減）、営業利益は1億74百万円（前年同期比38.0％増）となり

ました。 

  

③その他の事業 

 その他の事業はお客様に「住まい」を提供する過程で必要となる不動産仲介や測量などを行う事業であり、当第３

四半期連結累計期間の売上高は1億20百万円（前年同期比29.3％減）、営業利益は1億4百万円（前年同期比28.4％

減）となりました。  

  

①資産 

 当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べて13億57百万円減少し291億68百万円 

となりました。主な要因は、現金預金4億75百万円の減少、たな卸資産8億57百万円の減少等によるものであります。

  

②負債 

 当第３四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べて13億33百万円減少し145億16百万円 

となりました。主な要因は、支払手形・工事未払金等7億13百万円の減少、短期借入金17億82百万円の減少等による 

ものであります。 

  

③純資産 

 当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べて24百万円減少し146億51百万円と

なりました。主な要因として四半期純利益4億32百万円計上する一方、剰余金の配当4億67百万円支払したこと等に 

よるものであります。 

  

④キャッシュ・フローの状況 

 当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

4億98百万円減少し、76億25百万円となりました。 

  

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

２．連結財政状態に関する定性的情報
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 当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第３四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は26億60百万円（前年同期は15億46百万円の資金の

減少）となりました。主な増加要因は税金等調整前四半期純利益9億72百万円、未成工事受入金の増加額17億49百万

円であり、主な減少要因は仕入債務の減少額7億13百万円、法人税等の支払額7億54百万円であります。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第３四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は3億72百万円（前年同期は1億4百万円の資金の減

少）となりました。主な減少要因は投資有価証券の取得による支出1億62百万円、無形固定資産の取得による支出1億

24百万円であります。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第３四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は27億86百万円（前年同期は22億9百万円の資金の 

減少）となりました。主な減少要因は短期借入金の純減少額17億82百万円、社債の償還による支出3億34百万円、配

当金の支払額4億67百万円であります。 

  

 現時点においては、平成21年10月15日に公表しました業績予想に変更はありません。 

  

  

 該当事項はありません。 

   

①簡便な会計処理 

（一般債権の貸倒見積高の算定方法） 

 当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が、前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認め

られる場合には、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

（固定資産の減価償却費の算定方法） 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によ

っております。 

（繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法） 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生

状況に著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計年度末において使用した将来の業績予想やタック 

ス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（税金費用の計算） 

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  

 会計処理基準に関する事項の変更 

（完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更） 

 請負工事に係る収益の計上基準については、従来、請負金額１億円以上かつ工期１年超の工事については工事

進行基準を、その他の工事については工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に関する会計基準」 

（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用 

指針第18号 平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結会計期間に着手した工 

事契約から、当第３四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工

事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適用しておりま

す。 

 これにより、当第３四半期連結累計期間の売上高は110,343千円増加し、営業利益、経常利益及び税金等調整 

前四半期純利益は、それぞれ5,102千円増加しております。 

 なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。 

３．連結業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年５月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年８月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 8,854,948 9,330,054

受取手形・完成工事未収入金等 249,600 470,520

販売用不動産 2,751,888 4,634,701

開発事業等支出金 12,124,621 11,737,464

未成工事支出金 1,924,115 1,285,898

材料貯蔵品 9,095 9,590

その他 642,876 751,518

貸倒引当金 △9,000 △20,591

流動資産合計 26,548,148 28,199,156

固定資産   

有形固定資産 1,700,320 1,659,940

無形固定資産 192,490 88,165

投資その他の資産   

投資有価証券 321,296 166,019

その他 425,893 421,187

貸倒引当金 △19,531 △7,940

投資その他の資産計 727,658 579,267

固定資産合計 2,620,469 2,327,373

資産合計 29,168,617 30,526,530

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 1,769,693 2,483,586

短期借入金 4,961,000 6,743,000

1年内返済予定の長期借入金 979,800 1,282,800

1年内償還予定の社債 332,000 334,000

未払法人税等 39,279 271,486

未成工事受入金 3,647,851 1,898,449

引当金   

賞与引当金 171,522 120,113

完成工事補償引当金 22,141 22,844

偶発損失引当金 57,600 －

引当金計 251,264 142,957

その他 947,366 914,979

流動負債合計 12,928,254 14,071,259

固定負債   

社債 － 332,000

長期借入金 942,200 841,800
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年５月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年８月31日) 

引当金   

退職給付引当金 58,963 65,497

役員退職慰労引当金 208,327 179,359

引当金計 267,291 244,857

その他 379,040 360,037

固定負債合計 1,588,531 1,778,694

負債合計 14,516,785 15,849,954

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,216,965 3,216,965

資本剰余金 2,382,913 2,382,913

利益剰余金 9,336,068 9,370,879

自己株式 △283,071 △283,071

株主資本合計 14,652,877 14,687,687

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △13,474 △11,111

評価・換算差額等合計 △13,474 △11,111

新株予約権 12,429 －

純資産合計 14,651,831 14,676,575

負債純資産合計 29,168,617 30,526,530
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年９月１日 
 至 平成21年５月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年９月１日 
 至 平成22年５月31日) 

売上高 23,385,384 21,170,829

売上原価 19,546,211 17,266,704

売上総利益 3,839,173 3,904,124

販売費及び一般管理費 3,289,615 2,949,268

営業利益 549,558 954,856

営業外収益   

受取利息 4,094 3,980

受取配当金 814 730

不動産取得税還付金 49,729 37,768

その他 142,193 126,185

営業外収益合計 196,831 168,664

営業外費用   

支払利息 175,969 85,658

その他 3,055 4,031

営業外費用合計 179,024 89,689

経常利益 567,364 1,033,830

特別利益   

固定資産売却益 340 2,616

貸倒引当金戻入額 737 －

退職給付引当金戻入額 2,556 －

役員退職慰労引当金戻入額 3,784 －

その他 74 －

特別利益合計 7,491 2,616

特別損失   

固定資産除売却損 3,697 1,446

投資有価証券評価損 28,206 4,824

偶発損失引当金繰入額 － 57,600

貸倒損失 － 150

退職給付費用 16,514 －

減損損失 10,286 －

その他 148 －

特別損失合計 58,853 64,020

税金等調整前四半期純利益 516,002 972,427

法人税等 708,589 539,665

四半期純利益又は四半期純損失（△） △192,587 432,761
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年９月１日 
 至 平成21年５月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年９月１日 
 至 平成22年５月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 516,002 972,427

減価償却費 76,236 74,507

株式報酬費用 － 12,429

減損損失 10,286 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △484 －

賞与引当金の増減額（△は減少） 68,899 51,409

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △1,938 △702

退職給付引当金の増減額（△は減少） 54,971 △6,534

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 11,624 28,968

偶発損失引当金の増減額（△は減少） － 57,600

受取利息及び受取配当金 △4,908 △4,710

支払利息 175,969 85,658

有形固定資産売却損益（△は益） 356 △2,616

有形固定資産除却損 3,001 1,446

投資有価証券売却損益（△は益） 73 －

投資有価証券評価損益（△は益） 28,206 4,824

貸倒損失 － 150

売上債権の増減額（△は増加） 104,155 220,919

たな卸資産の増減額（△は増加） △971,126 835,045

仕入債務の増減額（△は減少） △1,414,132 △713,893

未成工事受入金の増減額（△は減少） 1,801,251 1,749,401

その他 △210,950 141,638

小計 247,494 3,507,967

利息及び配当金の受取額 2,097 1,839

利息の支払額 △183,811 △94,922

法人税等の支払額 △1,612,397 △754,724

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,546,617 2,660,159

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △369,498 △355,063

定期預金の払戻による収入 348,042 331,809

有形固定資産の取得による支出 △44,468 △77,017

有形固定資産の売却による収入 376 6,135

無形固定資産の取得による支出 △28,847 △124,270

投資有価証券の取得による支出 △1,800 △162,917

投資有価証券の売却による収入 521 －

貸付金の回収による収入 494 390

その他 △9,513 8,585

投資活動によるキャッシュ・フロー △104,693 △372,347
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年９月１日 
 至 平成21年５月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年９月１日 
 至 平成22年５月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 9,999,000 5,706,000

短期借入金の返済による支出 △11,445,800 △7,488,000

長期借入れによる収入 1,155,000 984,000

長期借入金の返済による支出 △950,400 △1,186,600

社債の償還による支出 △334,000 △334,000

自己株式の取得による支出 △176,692 －

配当金の支払額 △456,730 △467,571

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,209,622 △2,786,171

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,860,933 △498,359

現金及び現金同等物の期首残高 8,257,720 8,124,064

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,396,787 7,625,705
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 該当事項はありません。 

  

  前第３四半期連結累計期間（自 平成20年９月１日 至 平成21年５月31日） 

（単位：千円）

  

  当第３四半期連結累計期間（自 平成21年９月１日 至 平成22年５月31日） 

（単位：千円）

 （注）１ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各事業の主な商品等 

 （1）住宅事業      土地付オーダーメイド住宅、戸建住宅、マンションの施工・販売 

 （2）一般請負工事事業  建築工事、土木工事、管工事の請負 

 （3）その他の事業    不動産仲介、測量 

３ 会計処理の方法の変更 

  前第３四半期連結累計期間（自 平成20年９月１日 至 平成21年５月31日） 

 （棚卸資産の評価に関する会計基準） 

     「四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更」に記載のとおり、第１四半 

期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日）を適 

用しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間における 

営業利益が、住宅事業で95,133円減少しております。 

  当第３四半期連結累計期間（自 平成21年９月１日 至 平成22年５月31日） 

 （工事契約に関する会計基準） 

     「四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更」の「会計処理基準に関する 

事項の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準 

第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 

平成19年12月27日）を適用しております。 

      これにより、当第３四半期連結累計期間の「一般請負工事事業」において、売上高は110,343千円増加 

し、営業利益は5,102千円増加しております。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

ａ．事業の種類別セグメント情報

項目 住宅事業 
一般請負
工事事業 

その他の事業 計 消去又は全社 連結

売上高及び営業損益             

売上高             

（１）外部顧客に対する売

上高 
 20,169,632  3,045,073  170,678  23,385,384   ―  23,385,384

（２）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 1,605,370   ―  45,972  1,651,342  (1,651,342)   ―

計  21,775,002  3,045,073  216,650  25,036,727  (1,651,342)  23,385,384

営業利益  218,152  126,815  146,025  490,994  58,564  549,558

項目 住宅事業 
一般請負
工事事業 

その他の事業 計 消去又は全社 連結

売上高及び営業損益             

売上高             

（１）外部顧客に対する売

上高 
 18,217,294  2,832,912  120,622  21,170,829  ―  21,170,829

（２）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 1,520,474  ―  43,662  1,564,137  (1,564,137)  ―

計  19,737,769  2,832,912  164,285  22,734,966  (1,564,137)  21,170,829

営業利益  500,486  174,973  104,613  780,074  174,782  954,856
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 前第３四半期連結累計期間（自 平成20年９月１日 至 平成21年５月31日）及び当第３四半期連結累計期間 

 （自 平成21年９月１日 至 平成22年５月31日） 

 本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な支店がないため、該当事項はありません。 

  

 前第３四半期連結累計期間（自 平成20年９月１日 至 平成21年５月31日）及び当第３四半期連結累計期間 

 （自 平成21年９月１日 至 平成22年５月31日） 

 海外売上高がないため、該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

ｂ．所在地別セグメント情報

ｃ．海外売上高

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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生産、受注及び販売の状況 

（1）生産実績 

   当第３四半期連結累計期間における生産実績を建設実績として、事業の種類別セグメントごとに示すと次のと 

おりであります。 

 建設実績  

 （注）１ 上記金額はすべて原価により表示しております。 

    ２ その他の事業につきましては建設実績として表示することが適切でないため、記載を省略しております。 

  

（2）受注実績 

   当第３四半期連結累計期間における受注高及び受注残高を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとお 

りであります。 

受注高  

 （注） その他の事業につきましては受注高として表示することが適切でないため、記載を省略しております。 

  

受注残高  

 （注） その他の事業につきましては受注残高として表示することが適切でないため、記載を省略しております。 

  

６．その他の情報

区分 

当第３四半期連結累計期間
（自 平成21年９月１日 
至 平成22年５月31日） 

金額（千円） 前年同期比（％）

住宅事業  14,078,158  80.9

一般請負工事事業  2,331,107  75.0

合計  16,409,265  80.0

区分 

当第３四半期連結累計期間
（自 平成21年９月１日 
至 平成22年５月31日） 

金額（千円） 前年同期比（％）

住宅事業  21,976,063  93.2

一般請負工事事業  2,690,102  83.5

合計  24,666,165  92.1

区分 

当第３四半期連結累計期間
（自 平成21年９月１日 
至 平成22年５月31日） 

金額（千円） 前年同期比（％）

住宅事業  16,856,168  95.3

一般請負工事事業  1,798,065  73.8

合計  18,654,234  92.7
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（3）販売実績 

   当第３四半期連結累計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりでありま 

す。 

 （注）１ その他の事業は、不動産仲介収入及び測量収入などであります。 

    ２ 相手先別の総売上実績に対する割合で、10％以上を占める相手先はありません。 

  

（4）売上高の季節的変動について 

   当社グループの住宅事業は、顧客への引渡しが第２四半期及び第４四半期に集中する傾向があります。 

   そのため、売上高に季節的変動が見られ、第２四半期及び第４四半期に高くなる傾向にあります。 

区分 

当第３四半期連結累計期間
（自 平成21年９月１日 
至 平成22年５月31日） 

金額（千円） 前年同期比（％）

住宅事業  18,217,294  90.3

一般請負工事事業  2,832,912  93.0

その他の事業  120,622  70.7

合計  21,170,829  90.5
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